
対　象｜一般、先着１００人 　要予約｜８月１日㈮９時より前橋文学館 ☎027-235-8011 へ

１４：００~(開場１３：３０)
前橋文学館３階ホール2025.9.6(土)

制作協力　劇団ザ・マルク・シアター



萩原  朔美（はぎわらさくみ）
１９４６年１１月１４日東京生まれ。映像作家。多摩美術大学名誉教授。母は小説家萩原葉子、母方の祖
父は萩原朔太郎。１９６７年、寺山修司主宰の演劇実験室・天井棧敷の立ち上げに参加、俳優・演出家
として活躍。著書に『死んだら何を書いてもいいわ』（２００８年）『劇的な人生こそ真実』（２０１０年）他多数。
２０１６年４月より前橋文学館館長。２０２１年、世田谷美術館に、版画、写真、本のオブジェなど、ほぼ
全ての作品が収蔵された。２０２４年４月より前橋文学館特別館長。２０２３年７月より前橋市文化活動
戦略顧問。２０２５年５月１日より金沢美術工芸大学名誉客員教授。

雨宮  友美
高崎市出身。近年の前橋文学館リーディン
グシアター出演作は「弱法師」桜間級子役、
第５３回朔太郎忌「『師よ』～誰があなた
の孤独を嘆くか～」萩原アイ役など。

演　出　生方  保光
劇団ザ・マルク・シアター主宰。４年連続
で朔太郎忌の脚本・演出担当。昨年演劇
創作ユニット「百花繚乱」を結成。今年
４月から「サンデーモーニング朗読会」
を毎週日曜日に前橋文学館で開催中。

大島  加代子
劇団「東京壱組」にて演技を学び、舞台、
ＴＶドラマ、ＣＭ、映画、Ｖシネマなど
に出演。群馬ではミュージカルやリー
ディングシアター、ラジオドラマに出演
するなどフリーの俳優として活動中。

雨宮  潤
群馬県内を中心にフリーランスとして
舞台活動を展開。２０２５年度は、表現
ユニットえんぶるによる舞台『トランス』
にて後藤参三役を担当した。

ナカジマタカヒロ
打楽器奏者。
音の振動や響きに着目し、個人的に探
究を行なって来た。現在はお伽話の様
に日常に染み込むような音景を目指し
ている。

大島  政昭
オンシアター自由劇場に所属し「上海バ
ンスキング」の舞台に立つ。その後、下
北沢を中心にコントライブを展開。現在
は県内を中心にフリーとして活動中。

未唯ｍｉｅ （みい）
１９７６年８月ピンク・レディーとして「ペッパー警部」でデビュー
１９８１年３月まで４年７ヶ月活動
８月「ブラームスはロックがお好き」でソロデビュー
その後、舞台、ミュージカル、コンサート、ＴＶ等多岐に渡って活動。
２００８年には絵本「モコちゃん」
２０１２年にはエッセイ「美の意識～いつでもピンク・レディーでいられる私の習慣」出版
２０１８年には食育実践マスターコース認定
２０２１年五世花柳流宗家家元花柳壽輔より花柳舞千鳥の名を許され名取となる。
現在も定期的にＬＩＶＥ、舞台等を積極的に開催。

　物語の舞台はねぶた祭り。婚礼を控えた謙作と東京から訪れたチサ
が出逢い、黄泉の国への旅が始まります。

　「まんだら」は、寺山修司が３１歳（１９６７年）の時に制作したラジオドラマであり、戯曲としても発表され
た作品です。彼の創作活動の中であまり知られていない時期の作品ではありますが、後の作品を深く知る
上で貴重な作品とされています。寺山修司の想像力の出発点とも言える「まんだら」。美しい日本語が
寺山修司の世界へと誘います。

［現在の企画展］
第３２回萩原朔太郎賞受賞者展　最果タヒ展『愛を囁くのは世界の方で、
私たちはそれを二人で聞いている。ここで、二人で真珠になろう。』
２０２５年６月７日（土）～９月２１日（日）

『猫町』を包む
２０２５年６月２８日（土）～９月７日（日）

「まんだら」作品紹介

※広瀬川サンワパーキング（市営Ｐ城東）のご利用に際しては、駐車券に割引処理をいたします。

広瀬川サンワ
パーキング

立川町通り
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